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   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月1日(2020.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録体に、色材及び樹脂微粒子を含むインクと、前記色材及び前記樹脂微粒子を凝集
する反応液とを付与して、液体成分と、前記色材と前記樹脂微粒子との凝集物と、を含む
第一の画像を形成する画像形成工程と、
　液吸収部材が有する多孔質体の第一の面を、前記被記録体上の前記第一の画像に接触さ
せて、前記第一の画像から前記液体成分の少なくとも一部を吸収する液吸収工程と、
を有するインクジェット記録方法であって、
　前記反応液と前記インクの混合物に含まれる固形分の平均粒径をd50(after)としたとき
、前記多孔質体の第一の面の平均孔径Ｓは、前記平均粒径d50(after)よりも小さいことを
特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項２】
　前記平均粒径d50(after)が、前記平均孔径Ｓの５倍以上である請求項１に記載のインク
ジェット記録方法。
【請求項３】
　前記反応液と混合される前の前記インク中に含まれる固形分の平均粒径をd50(before)
としたとき、前記平均粒径d50(before)は、前記平均孔径Ｓより小さい請求項１または２
に記載のインクジェット記録方法。
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【請求項４】
　前記平均粒径d50(before)が０．１４μｍ以上０．２３μｍ以下である請求項３に記載
のインクジェット記録方法。
【請求項５】
　前記多孔質体はフッ素樹脂を含む請求項１～４のいずれか一項に記載のインクジェット
記録方法。
【請求項６】
　前記被記録体は、前記第一の画像と、前記第一の画像から前記液体成分の少なくとも一
部が除去された第二の画像とを一時的に保持する転写体であって、最終画像を形成するた
めの記録媒体に該第二の画像を転写する工程を有する請求項１～５のいずれか一項に記載
のインクジェット記録方法。
【請求項７】
　前記被記録体は、最終画像を形成するための記録媒体であり、該記録媒体上で前記第一
の画像から前記液体成分の少なくとも一部が除去された第二の画像の形成が行われる請求
項１～５のいずれか一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項８】
　前記画像形成工程は、前記被記録体に前記反応液を付与する工程と、前記被記録体にイ
ンクを付与するインク付与工程と、をこの順に有する請求項１～７のいずれか一項に記載
のインクジェット記録方法。
【請求項９】
　前記反応液は、多価の金属イオンまたは有機酸を含む請求項１～８のいずれか一項に記
載のインクジェット記録方法。
【請求項１０】
　前記色材は、顔料である請求項１～９のいずれか一項に記載のインクジェット記録方法
。
【請求項１１】
　前記樹脂微粒子は、ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリウレタン、ポリエステル、ポ
リエーテル、ポリ尿素、ポリアミド、ポリビニルアルコール、ポリ（メタ）アクリル酸及
びその塩、ポリ（メタ）アクリル酸アルキル、またはポリジエンによって構成される請求
項１～１０のいずれか一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１２】
　前記インクは水を含み、かつ、前記インク中の前記水の含有量が、前記インク全質量に
対して５０質量％以上９５質量％以下である請求項１～１１のいずれか一項に記載のイン
クジェット記録方法。
【請求項１３】
　前記反応液と前記インクとの混合物中に含まれる前記固形分は、前記色材と前記樹脂微
粒子の凝集物を含む請求項１～１２のいずれか一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１４】
　前記多孔質体の前記第一の面の前記平均孔径Ｓは、０．０２μｍ以上２μｍ以下である
請求項１～１３のいずれか一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１５】
　前記多孔質体の形状が、ローラ形状またはベルト形状である請求項１～１４のいずれか
一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１６】
　前記多孔質体の前記第一の面の水の接触角が９０°以上である請求項１～１５のいずれ
か一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１７】
　前記多孔質体が多層構成を有する請求項１～１６のいずれか一項に記載のインクジェッ
ト記録方法。
【請求項１８】
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　前記平均粒径d50(after)が２．４μｍ以上３．９μｍ以下である請求項１～１７のいず
れか一項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１９】
　被記録体に、色材及び樹脂微粒子を含むインクと、前記色材及び前記樹脂微粒子を凝集
する反応液とを付与して、液体成分と、前記色材と前記樹脂微粒子との凝集物と、を含む
第一の画像を形成する画像形成工程と、
　液吸収部材が有する多孔質体の第一の面を、前記被記録体上の前記第一の画像に接触さ
せて、前記第一の画像を構成するインクを濃縮する液吸収工程と、
を有するインクジェット記録方法であって、
　前記反応液と前記インクの混合物に含まれる固形分の平均粒径をd50(after)としたとき
、前記多孔質体の第一の面の平均孔径Ｓは、前記平均粒径d50(after)よりも小さいことを
特徴とするインクジェット記録方法。
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